
（詳報！）2026 年春の宿泊交流見学会~「野麦峠まつり」に参加 

製紙業に果たした工女の役割や苦難に思いを馳せた春の見学会 
―労働遺産認定が地元で受け止めてもらったことを確認 

 

 

 

今年度の宿泊交流会見学会は、労ペン創立 45 周年記念事業とのコラボ企画として、2026

年度総会において労働遺産認定を行った「野麦峠まつり」に参加するとともに、関連施設、

史跡を見学しその意義と価値を実際に体感することを主目的として開催した。 

参加者は関西支部から 3名、JAMから 2名を含め 22 名の参加であった。 

まつり前日の 23 日には、「岡谷蚕糸博物館」、「松本市歴史の里」を見学し当地域の製紙業

の隆盛を誇った歴史や工女達の労働や暮らしぶりなどをうかがい知ることができた。 

希望者のみのオプションとして 10 名が参加した「岡谷蚕糸博物館」では、養蚕から製糸

に至る工程や製糸機器等、工女達の労働や生活の様子を窺い知ることのできる資料が展示

され、学芸員の方のわかりやすい説明により岡谷地域における往時の製糸業の隆盛と工女

達の果たした役割の大きさを理解することができた。 
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また、博物館を運営する株式会社宮坂製糸所の工場が隣接しており、こちらでは諏訪式製

糸機など当時の機器を実際に使用して製糸作業が行われている様子を間近で見学すること

ができた。 

22 名全員が参加した「松本氏歴史の里」は、信州の近代をテーマに、重要文化財旧松本区

裁判所庁舎を始め、歴史的建造物 5 棟が市内各所から移築保存されていた。登録有形文化

財「旧昭和興業製糸場」や、野麦街道沿いの旅人宿として、飛騨地方から諏訪・岡谷の製糸

工場へ向かう工女たちが大勢宿泊したという「工女宿宝来屋」などを見学することができた。 

翌 24 日は一日を通してほぼ曇天であったが、野麦峠祭りの実施、参加に支障はなく順調

に進行した。 

午前 10 時、旧野麦峠街道入口のわさび沢にて、松本市立奈川小中学校の生徒さんを中心

に、当時の工女や歩荷姿の仮装をした地元の方々が野麦峠まつりの会場まで旧街道を歩い

て登る出発式に参加し、これを見送った。労ペンからの参加者のうち 11 名は後に続いて徒

歩で会場に向かい、残りの参加者は宿泊先のバスで会場に移動した。 

まつり会場のお助け小屋には 11 時ころ到着し、各自、あゝ野麦峠文学碑、乙女地蔵尊、政

井兄妹像、政井みね之碑など関連の史跡を見学したり、昼食を取ったりして 12 時からのま

つり開催を待った。標高約 1,600m の会場はかなり肌寒く感じられたが、松本市井川地区名

物のウド汁が無料で振る舞われ、体を温めることができた。 

12 時からのまつりでは、高山市長、松本市アルプスリゾート整備本部長より挨拶が行われ、

松本市アルプス整備本部長からは労働遺産認定について報告がなされた。 

続いて挨拶に立った植木隆司労ペン代表より、2026 年 1 月の労ペン総会において「あゝ

野麦峠、製糸工女の故郷飛騨への道」を 2025 年度の労働遺産に正式認定したこと、野麦峠

まつりは初の無形労働遺産であることを紹介した。また、労ペンとして「この初の無形労働

遺産を官民一体で守る現地の熱意を、広く社会に訴えかけて行きたい」との決意を表明した。 

まつりはその後、子安諏訪神社のお囃子、岡谷蚕糸博物館館長のお話、糸引き工女の歌等

のイベントが続き 13 時に予定通り終了した。 

なお、会場には労働遺産認定証が展示されており、まつり参加者が興味深げに見つめてい

た。 



今回の宿泊交流見学会を通じて諏訪地区の製紙業に果たした工女役割と彼女たちが味わ

った苦難に改めて思いを馳せることができた。一方労働遺産認定が地元においてしっかり

と受け止めていただいていることも確認できた。 

今回の見学会の実施にあたって、実行委員会を始め地元の方が労ペン参加者に対し数々の

ご配慮を払っていただいたことに感謝したい。 

また、関西地区から参加の関西支部・森田完和代表始め 3名の会員との交流を深めること

ができたことは労ペン活動にとって意義深いことであったと言えるのではないか。更に

JAM の２名の若い参加者に対しては、見学会全体を明るく華やかな雰囲気に盛り上げてい

ただいたことにお礼を申し上げたい。 


